
SDGs推進事業・平和分野

事　業　名

法　人　名

すべての子どもと母親に地域で居場所づくり事業

特定非営利活動法人こどもエコクラブ飯能W

　私共は子どもと女性の居場所づくりをしています。主に小学生の体験学
習を実施したり子育て中の母親の居場所づくりをしています。イベントを通
し、地域の子どもたちとの交流にも取り組んでいます。

　多くの小学生と話をする機会があり「調理実習や野外炊飯をしてない」
との事でした。子ども達の体験が減っているため、今後も体験学習ができ
る機会を増やしたいです。小学校を避難場所とした宿泊体験を開催して
いきたいです。

すべての子どもと母親の居場所をつくるために下記の内容を取り組みました。
１ 不登校のお子さんや障がいをもったご家族の居場所づくり
２ 産前産後の母親の居場所づくり
３ 子どもの居場所づくり
（１）放課後の居場所づくり
　（２）長期休暇中の居場所づくり
（３）季節の行事の実施
　インフルエンザの流行や天候により変更もありましたが40日間の活動がで
きました。

活動
内容

事業
取組

総事業費 5２０,３７５  円 助成額 500,000  円

休日中学部活動の地域クラブ化事業

特定非営利活動法人スポーツコミュニティ久喜

2005年3月ＮＰＯ法人設立、翌年4月総合型地域スポーツクラブとして認定。
　2022年11月に日本スポーツ協会の登録クラブとなる。
　現在陸上・ソフトテニス・ヨガ・健康体操・ダンス・かけっこ等会員約
200名で活動中です。

　中学部活動は休日も従来通りの活動をしている為、現状での休日の部
活動地域化は困難です。今後は久喜市の方針に沿って、令和6年度には部
活動の地域化に向けた日程を立て、令和7年度に実施する計画として練習
会を開催します。

年度後半から毎月のように体験会を兼ねた練習会を開催し中学部への
加入募集を行いましたが、結果は肝心の中学校の部活動が休日も行ってい
る為、当クラブへの参加者は陸上競技に熱心に取り組んでいる少数の中学
生の参加に留まりました。
　しかし、トップアスリート等を呼んでの練習会には沢山の中学生が参加
し、トップアスリートからの指導は参加者にとって新鮮で感じる事の多い
機会となりました。

活動
内容

事業
取組

総事業費 ６３６,２７８  円 助成額 ５００，０００ 円
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事　業　名

法　人　名

事業
成果

事業
成果

SDGs推進事業・パートナーシップ分野

事　業　名

法　人　名

わこう銀色プロジェクト事業

特定非営利活動法人みんなで元気

　地域の中で高齢者が生き生きと暮らせるよう、公共施設にて介護予防の
取り組みを定期的に実施している他、自分達に出来る事を地域に活かす取
り組みや世代間交流のためのイベントなども行っています。

　社会参加という点で高齢者がゴミ袋を作る活動はフレイル予防に繋が
り、イベント等を通じて世代間交流も生まれました。
　今後は、更に担い手を増やし課題に向け、子供達を含む市民の意識が
より高まるよう働きかけていきたいです。

和光市が課題としている「ゴミの分別＆燃やすゴミの削減」に向け、定期的に
「銀プロサロン」を開催し、参加した高齢者が新聞紙で作った「雑紙分別用ゴミ
袋」を、イベント実施時や公共施設等で配布しました。
　上記サロンは地域の居場所として、介護予防の役割も担いました。その他、和
光市環境課職員による「知って得するゴミ講座」の開催や、「このゴミどこだ？」
クイズをイベント等で実施し、ゴミ分別の必要性について広く周知しました。

活動
内容

事業
取組

総事業費 ２１６,１２０  円 助成額 189,000  円

誰一人取り残されない学びの保障にむけた地域づくり事業

特定非営利活動法人たねの会

「子どもたちがのびのび遊べるまちをつくろう」をモットーに、冒険遊び場（プ
レーパーク）づくりの活動をして20年になります。2023年9月には、さいたま市
岩槻区で「フリースクールくるーず」を立ち上げ運営しています。

　今回の事業で行った、子どもたちの居場所づくり、親の会、学習会等を
続けていくとともに、今回できたつながりをもとに連携して事業を行って
いくことにより、より多くの方たちと、子どもたちを見守り合えるつながり
をつくっていきたいと思います。

不登校の児童生徒が過去最多となっている今日、学校生活になじめない
場合においても、自分のペースで安心して学べる場をつくり、まちの人たち
に見守られながら豊かに育っていける環境をつくりたい。
　本事業は、「誰一人取り残されない」学びを地域で保障することを目的
に、子どもたちの居場所づくりや親の会、地域の人にむけた学習会や交流
の場をつくり、地域全体で子どもたちを育むことのできるたねまきの事業
を行いました。

活動
内容

事業
取組

総事業費 5３２,83９ 円 助成額 ５００，０００ 円
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自立促進事業・人間分野

事　業　名

法　人　名

事業
成果

事業
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事　業　名

法　人　名

障害者に対する週末支援事業

特定非営利活動法人テソロス・デ・ディオス

　２０１９年に任意団体として活動を開始。主にラテン系高齢者や障害者
の支援活動を行う。
　障害者や外国人の高齢者の生活支援・相談活動を行い、２０２１年９月
NPO設立後、障害者の週末支援事業を行っています。

 余暇活動を提供することで、趣味の発見につながり、社会性が育まれ、
充実した生活を送ることが出るようになりました。
今後は、地域の活動拠点としての役割を果たし、障害者家族の負担軽減

のための柔軟なサービスを提案していきます。

  年間を通して、飯能市・狭山市・入間市の障害のある方に車両での送迎を行い、
毎週末、飯能の豊かな自然を利用して、自然体験やレクリエーション活動、スポ
ーツ等の活動を行ってきました。地域のコンビニやスーパーに出向き、福祉セン
ター等でも活動を行いました。
　利用者が積極的に地域に出ていく機会を増やし、農作物等の収穫で地域住民
と交流を図ること等も行いました。

活動
内容

事業
取組

総事業費 58６,568 円 助成額 300,000 円

春日部地域資源と高齢者をつなぐ自立事業

特定非営利活動法人春日部地域資源振興会

当振興会は春日部市の地域資源を活用した事業を展開しており、現在、地域Ｂ
級グルメや桐の育成、桐材を使った伝統工芸、桐箪笥、押絵羽子板なでの生産者
の技術の伝承・支援等を行っています。

  高齢者施設での調査により、桐椅子の販路や価格設定が確認できまし
た。桐たんすの新たな利活用方法や桐たんす製造工程を多くの人たちに
知ってもらえました。
　今後も桐たんす及び桐たんす技術を生かした産業の発展に努めたいです。

本事業では、当会の自立に向けて可能性のある「桐椅子の製造」を高齢
者施設と連携して製作し、２回の需要調査を行い実用性の検証を行いまし
た。
　また、「桐たんす」をリパーパス（素材を生かして修復し再利用する）した
「移動式桐本棚」を製作し、私設図書室に置いてもらい、廃棄されそうな
古い桐たんすを別の用途で利活用する事業を実施しました。
　さらに、押絵羽子板教室の開催、工場見学用パンフレット等を作成しま
した。

活動
内容

事業
取組

総事業費 5１２,８００ 円 助成額 ５００，０００ 円
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自立促進事業・人間分野

事　業　名

法　人　名

事業
成果

事業
成果

事　業　名

法　人　名

きたもと森林セラピー体験・シンポジウム事業

特定非営利活動法人北本市観光協会

　当協会は、関東最大級のねぷたまつり北本まつり「宵まつり」の運営や、
日本一のご当地カレー『北本トマトカレー』の普及等を通して、観光による
シティプロモーションに取組んでいます。

 イベントを開催し、市外県外から延べ人数で60名以上の参加がありまし
た。また、参加頂いた数社から具体的な利用申込や商談へと発展してい
ます。
今後も持続的な事業運営を目指し、地域活性化に取り組んで参ります。

  森林セラピーとは、森林環境を利用して、心身の健康維持・病気予防を目指した
科学的根拠に裏付けされた森林浴です。北本市では、市内にある豊かな自然の保
全利活用を目的に、令和元年から森林セラピー事業に取組んでいます。
　この度は企業や団体を対象に、拠点施設である「北本自然観察公園」にて、事
業PRを目的に体験ツアー・シンポジウムを開催しました。イベントに際しチラシ
を作成しWEBサイトにて広く周知を行いました。

活動
内容

事業
取組

総事業費 ２３７,３００ 円 助成額 ２３７,000 円
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自立促進事業・地球分野

事業
成果

応援：金紋世界鷹　みどりと川の再生支援寄附

採択事業の詳細情報・その他 県の取組について
埼玉県NPO情報ステーション「NPOコバトンびん」

埼玉県共助の総合ポータルサイト「埼玉共助スタイル」

埼玉県NPO基金を活用した事業やNPO法人の検索などNPO活動に役立つ情報を掲載しています。

地域活動に関する情報や共助の取組事例など「共助社会づくり」に関する情報を掲載しています。

Facebookページ「Saitama共助Style」
県内NPO活動や共助の取組事例などの情報を発信しています。

「ウエルシア薬局」でのNPO関連広報物の配架
ウエルシア薬局と埼玉県は「共助社会づくりのための協力に関する協定」を締結しており、県内店舗
への埼玉県NPO基金募金箱の設置や店内のフリースペース「ウエルカフェ」の活用などに御協力
いただいています。 

NPOコバトンびん 埼玉共助スタイル Facebookページ
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者施設と連携して製作し、２回の需要調査を行い実用性の検証を行いまし
た。
　また、「桐たんす」をリパーパス（素材を生かして修復し再利用する）した
「移動式桐本棚」を製作し、私設図書室に置いてもらい、廃棄されそうな
古い桐たんすを別の用途で利活用する事業を実施しました。
　さらに、押絵羽子板教室の開催、工場見学用パンフレット等を作成しま
した。

活動
内容

事業
取組

総事業費 5１２,８００ 円 助成額 ５００，０００ 円
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応援：株式会社富士薬品自立促進事業・地球分野

自立促進事業・人間分野

事　業　名

法　人　名

事業
成果

事業
成果

事　業　名

法　人　名

きたもと森林セラピー体験・シンポジウム事業

特定非営利活動法人北本市観光協会

　当協会は、関東最大級のねぷたまつり北本まつり「宵まつり」の運営や、
日本一のご当地カレー『北本トマトカレー』の普及等を通して、観光による
シティプロモーションに取組んでいます。

 イベントを開催し、市外県外から延べ人数で60名以上の参加がありまし
た。また、参加頂いた数社から具体的な利用申込や商談へと発展してい
ます。
今後も持続的な事業運営を目指し、地域活性化に取り組んで参ります。

  森林セラピーとは、森林環境を利用して、心身の健康維持・病気予防を目指した
科学的根拠に裏付けされた森林浴です。北本市では、市内にある豊かな自然の保
全利活用を目的に、令和元年から森林セラピー事業に取組んでいます。
　この度は企業や団体を対象に、拠点施設である「北本自然観察公園」にて、事
業PRを目的に体験ツアー・シンポジウムを開催しました。イベントに際しチラシ
を作成しWEBサイトにて広く周知を行いました。

活動
内容

事業
取組

総事業費 ２３７,３００ 円 助成額 ２３７,000 円

14

自立促進事業・地球分野

事業
成果

応援：金紋世界鷹　みどりと川の再生支援寄附

採択事業の詳細情報・その他 県の取組について
埼玉県NPO情報ステーション「NPOコバトンびん」

埼玉県共助の総合ポータルサイト「埼玉共助スタイル」

埼玉県NPO基金を活用した事業やNPO法人の検索などNPO活動に役立つ情報を掲載しています。

地域活動に関する情報や共助の取組事例など「共助社会づくり」に関する情報を掲載しています。

Facebookページ「Saitama共助Style」
県内NPO活動や共助の取組事例などの情報を発信しています。

「ウエルシア薬局」でのNPO関連広報物の配架
ウエルシア薬局と埼玉県は「共助社会づくりのための協力に関する協定」を締結しており、県内店舗
への埼玉県NPO基金募金箱の設置や店内のフリースペース「ウエルカフェ」の活用などに御協力
いただいています。 

NPOコバトンびん 埼玉共助スタイル Facebookページ


